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皆
さ
ん
は
大
学
の
地
下
研
究
窒
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
密
か
に
製
造
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
３
存
け
で
け
ど
ユ
叫
今
回
は
、映

画
の
０！０！
７
に
で
て
ぐ
る
よ
う

な
、鉄

板
を
も
野
う
抜
ぐ
高
出
力
の
レ
■
ザ
■
光
線
を
扱
い
、超
、超

高
圧
の

世
界
で
！学

生
と
と
も
に
夢
を
語
る
川
島
康
先
生
の
研
究
室
を
訪
ね
ま
し
た
。

物
理
の
セ
ン
ス
で
機
械
工
学
に

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
■
！を

私
の
原
点
は
東
京
工
業
大
学
時
代
の

卒
業
研
究
に
あ
り
ま
す
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
粉
体
に
銅
球
を
埋
め
込
ん
で
、

こ
れ

を
高
周
波
電
気
炉
に
投
入
し
、

銅
球
に

誘
導
電
流
を
発
生
さ
せ
て
表
皮
効
果
に

よ

っ
て
銅
表
面
を
高
温
に
し
て
融
解
し
、

鋼
を
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
粉
体
に
高
速
で
溶

浸
さ
せ
て
焼
結
さ
せ
る
も
の
で
す
。

ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
粉
末
に
は
強
団
な
酸
化
膜

が
あ
り
、

そ
の
た
め
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
粉

体
の
電
気
抵
抗
は
大
き
く
、

中
心
部
の

鋼
球
表
面
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る
わ

け
で
す
。

博
士
課
程
で
は
ア
ル
ミ
ナ
焼

結
体
の
中
に
超
硬
合
金
球
を
埋
め
込
ん

で
、

中
心
部
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
投
入
し

て
高
温
と
高
圧
力
を
発
生
さ
せ
る
方
法

を
開
発
し
、

金
属
の
相
変
態
の
圧
力
依

存
性
を
利
用
し
た
高
圧
の
測
定
方
法
を

確
立
し
ま
し
た
。

従
来
の
外
圧
を
負
荷

さ
せ
る
方
法
と
は
全
く
逆
で
あ
り
、

今

に
し
て
思
え
ば
逆
転
の
発
想
が
導

い
た

ア
イ
デ
ア
に
よ
る
ま

っ
た
く
新

し
い
タ
イ
プ
の
高
圧
装
置
の
発

明
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
基
礎

を
確
立
し
た
後
、

こ
の
新
し
い

高
圧
装
置
を
用
い
て
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
合
成
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、　

一
人
九
四
年
に

軍
＜
ｏ
中∽∽営
が
高
温
鉄
の
真
中
に

黒
鉛
を
入
れ
、

水
中
に
投
げ
込

ん
で
熱
応
力
を
作
リ
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
合
成
し
よ
う
と
し
て
失

敗
し
た
あ
の
有
名
な
実
験
は
、

考
え
方
と
し
て
は
誤
り
で
は
な

か

っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
示
し

た
わ
け
で
す
。
こ
の
人
造
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
ラ
マ
ン
測
定
に
よ

る
評
価
の
た
め
に
遠
く
筑
波
の

無
機
材
料
研
究
所
に
行

っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
と
き
、

ま

っ
た
く
う
ま

く
行
か
な
く
て
私
が
が
っ
か
り
し
て
る

様
子
を
見
て
、

佐
藤
洋

一
郎
先
生
が

「私
も
何
年
も
そ
う
で
し
た
、

よ
く
わ
か

り
ま
す
よ
。」
と
言

っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
先
生
は
初
め
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
薄

膜
の
低
圧
合
成
に
成
功
さ
れ
た
方
で
す
。

ま
た
、

装
置
の
主
原
理
で
あ
る
温
度
勾

配
が
も
た
ら
す
圧
力
を
算
出
す
る
た
め

に
、

当
時
有
根
要
素
法
で
は
過
渡
的
な

問
題
に
つ
い
て
は
精
度
が
得
ら
れ
ず
、

温
度
勾
配
が
大
き
い
た
め
に
表
面
近
く

に
多
く
の
要
素
を
必
要
と
す
る
の
で
、

差
分
法
に
着
日
し
て

「
双
対
差
分
法
」

な
る
も
の
を
考
え
解
決
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
機
械
学
会
論
文
集

（Ｂ
編
ち
ビ
ふ
ｐ

Ｚ
ｐ
Ｓ
ｐ
昭
懇
）
に
報
告
し
て
あ
り
ま
す
。

窯 水と空気と環境の明日を考える…

荏原例レープ麗ス緞玖騒轡に範
この会幸戴ま簿様か|ら鞭めら|れた会費|で発行され|てお|りますかも01
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そ
う
こ
う
す
る
内
に
東
海
大
学
に
お

世
話
に
な
る
よ
う
に
な
り
、

走
査
型
ト

ン
ネ
ル
顕
微
鏡
の
目
う
に
よ
る
大
気
中

で
の
物
質
表
面
の
研
究
に
興
味
を
抱
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
表
面
粗

さ
計
の
高
級
品
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

原
子
分
解
能
を
実
現
す
る
画
期
的
な
測

定
器
で
す
。
こ
の
研
究
の
途
中
で
再
び

ラ
マ
ン
散
乱
測
定
に
出
会
い
、

グ
ラ
フ

ァ
イ
ト
の
ラ
マ
ン
ス
ペ
ク
ト
ル
の
論
文

へ
と
つ
な
が
る
訳
で
す
。
こ
の
研
究
は

最
近
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
く
用
い
ら
れ

て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
ニ
次
電
池
に

お
け
る
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
層
間
で
の
イ
オ

ン
の
出
入
り
を
調
べ
る
場
合
や
グ
ラ
フ

ァ
イ
ト
層
問
化
合
物
の
研
究
に
重
要
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
き
な
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
合
成
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

大
量
合
成
に
重
要
な
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
か

ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
の
変
態
の
過
程
を

詳
細
に
研
究
す
る
方
法
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
。　

一
方
、

先
に
お
話
し
た
原
理

の
高
圧
発
生
法
を
用
い
て
将
来
の
ロ
ケ

ッ
ト
、

車
な
ど
の
夢
の
燃
料
で
あ
る
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
金
属
水
素
の
合
成

を
目
指
し
て
高
出
カ
レ
ー
ザ
を
使

っ
て

研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
話
で
す
と
何
か
脈
絡
の
な
い
研
究
生

活
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、

私
の
中
で
は
つ
な
が

っ
て
い
る

の
で
す
。

機
械
の
開
発
は

一
般
常
識
を

駆
使
し
て
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、

ニ
ュ

ー
ト
ン
カ
学
を
基
礎
と
し
て
発
展
し
て

き
た
機
械
工
学
に
原
子
、

電
子
に
つ
い

て
の
現
代
物
理
学
の
見
方
や
考
え
方
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
違
う
発
想
が
生

ま
れ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

従
来
の

技
術
を
打
ち
破
る
に
は
基
礎
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
発
想
が
新

技
術

へ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
生
み
出

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
原
動
力
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
学
生
に
は
、

な
る
べ
く
現
代

物
理
学
の
見
方
や
考
え
方
を
取
り
入
れ

て
行
く
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
ま
す
が
、

最
近
の
学
生
は
自
分
が
分
か
ら
な
い
で
い

ら
れ
る
時
間
が
短
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
と
直
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
。

理
解
し
よ
う
と
し
て
分
か
ら
な
い
で
い

る
時
間
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
の
で
す
。
も
う
少
し
自
分
内
で
醸
成

す
る
必
要
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。

（文
責

編
集
部
）

川
島

康

教
授
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
年
）
に
横

浜
で
生
ま
れ
る
。

満

一
歳
か
ら
十
八
歳

ま
で
北
海
道
函
館
市
在
住
。

昭
和
四
十

九
年
東
京
工
業
大
学
工
学
部
機
械
工
学

科
卒
業
。

大
学
院
博
士
課
程
修
了
、

東

京
工
業
大
学
助
手
を
経
て
、

昭
和
六
十

一
年
東
海
大
学
工
学
部
動
力
機
械
工
学

科
講
師
、

現
在
に
至
る
。
こ
れ
ま
で
の

主
な
研
究
テ
ー
マ
中

「高
融
点
金
属
の

低
融
点
金
属

へ
の
溶
浸
」
、

「非
定
常
熱

伝
導
問
題
の
差
分
法
に
よ
る
解
析
」
、

「熱
膨
張
拘
束
に
よ
る
高
圧
発
生
」
、

「ホ

ッ
ト
プ
レ
ス
焼
結
ア
ル
ミ
ナ
の
引
張
強

度
」
、

「高
圧
装
置
用
小
型
電
気
炉
の
開

発
」
、

「グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の
ラ
マ
ン
散
乱
」
、

「走
査
型
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
表
面

構
造
の
解
析
」
、

「
レ
ー
ザ
ー
を
利
用
し

た
熱
膨
張
拘
束
に
よ
る
超
高
圧
発
生
」
。

東
海
大
学
で
こ
れ
ま
で
に
担
当
し
た
授

業

¨
機
械
製
図
、

機
械
設
計
、

電
子
計

算
機

（代
々
木
）
、

基
礎
製
図
、

機
械
工

学
実
験
実
習

（硬
さ
試
験
、

メ
カ
ト
ロ

エ
ク
ス
実
験
）
、

機
械
設
計
製
図
Ｉ

・
Ｈ
、

数
値
解
析
、

電
子
計
算
機
、

コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
実
習
、

Ｑ
も

・
Ｑ
薯
【工
学
、

計
算

機
実
習
、

計
算
機
工
学
、

メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
、

数
値
計
算
演
習
、

機
械
工
学
演

習
、

工
業
数
学
Ｉ

・
Ⅱ
、

制
御
と
計
算

機
、

メ
カ
一万

ル
フ
て
ン
ク
ス
、

メ
カ

ト
ロ
エ
ク
ス

・
制
御
工
学
、

機
械
応
用

数
学
、

機
械
力
学
特
論
（大
学
院
）
、

微

小
域
力
学
特
論
（大
学
院
）。　

．

現
在
、

工
学
部
動
力
機
械
工
学
科
副
主

任
教
授
、

工
学
部
紀
要
委
員
。

鶴
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国
際
可
視
化
学
会
に
お
い
て

谷
田
先
生

マ
ッ
八
賞
を
受
賞
、浅

沼
賞
も
制
定
さ
れ
る

マッ八賞楯

▲組織委員長より表彰される谷田教授

第
八
回
国
際
流

れ
の
可
視
化

ンヽ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が

一
九

九
八
年
九
月

一
日

か
ら
四
日
ま
で
イ

タ
リ
ア
の
ソ
レ
ン
ト

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

初
日
の
オ
ー
プ
ャフ

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
於

い
て
、

マ
ッ
金
買
の
授

与
式
が
行
わ
れ

、

動
力
機
械
工
学
科

教
授
、

谷
田
好
通

先
生
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
賞
は

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

流
れ
の
可
視
化
に

多
大
の
貢
献
を
し

た
人
に
授
与
す
る

も
の
で
、

α
流
れ
の
可
視
化
技
術
に

お
け
る
顕
著
な
研
究
成

果
お
よ
び
同
技
術
を
推

進
し
た
努
力
と
指
導
力

の
流
れ
の
可
視
化
ンヽ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
組
織
委
員
と
し
て

の
長
年
の
貢
献
、

特
に
、

一
九
九
二
年
に
横
浜
で

開
催
さ
れ
た
第
六
回
国

際
流
れ
の
可
視
化
ンヽ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
組
織
委
員
長
を
務
め
る
な
ど

の
貢
献

０
流
れ
の
可
視
化
に
関
す
る
多
数
の
著
作

や
流
れ
の
可
視
化
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の

編
集

な
ど
が
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
ア」の
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
提
唱

者
で
第

一
回
国
際
流
れ
の
可
視
化

ンヽ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
組
織
委
員
長
を
務
め
た
元
動
力

機
械
工
学
科
主
任
教
授
の
浅
沼
強
先
生

を
顕
彰
し
て
、

浅
沼
賞
が
制
定
さ
れ
、

第

一
回
受
賞
者
と
し
て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の

電
・】
ｋ
目
的
先
生
が
授
与
さ
れ
、

浅
沼
先
生

が
出
席
さ
れ
、

自
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

動
力
機
械
工
学
科
押
野
谷
康
雄
先
生

が
、

昨
年
四
月
日
本
機
械
学
会
お
よ
び
日

本
Ａ
Ｅ
Ｍ
学
会
じ
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

注
）
日
本
Ａ
Ｅ
Ｍ
学
会
は
電
磁
力
と
電
磁

現
象
を
核
と
し
て
、

量
子
か
ら
ンヽ
ス
ア

ム
ま
で
包
含
す
る
学
会
で
、

電
気
、

機
械
、

計
測
制
御
の
各
分
野
を
中
心

と
し
て
活
動
し
て
い
る
研
究
者
、

技

術
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

剥
離
が
品
質
向
上
の
妨
げ
！と
な
つ
て
！い

る
一
そ
こ
で
薄
い
鋼
板
材
の
加
工
一般
送

〓
程
に
お
い
一て
田
■
ラ
■
レ
一ス
化
を
図

る
た
め
釜
電
磁
力
に
！よ
！る
非
接
懲
支
持

制
御
シ
ス
テ
ム
の
提
案
を
行
つ
た
やま
す
一

Ｔ
！！走布
打
ち
ぺ
”
一
状
り
碍
珊
胡
を
電

石
に
よ
つ
て
非
接
触
！受
持
す
る
制
御
シ
！

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
“
ま
た
↑周
辺
自
由

姉
の
長
方
形
簿
鋼
板
を
永
久
磁
石
と
竜

磁
石
を
併
！用
し
た
八
イ
一フ
！リ
ツ
ド
ア
一ク

チ
！一
工
■
夕
■
に
よ
，
て！！！
！完！！
金！

！非
接
触
支

東
海
大
か
ら
の
も
う

一
チ
ー
ム
、

第
二
工

学
部
機
械
工
学
科
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
は
チ
ャ
レ
ス
ン

部
門
に
出
場
。

同
学
科
の
奥
川
朋
高
講
師

と
ゼ
ミ
生
の
チ
ー
ム
だ
。
′この
部
門
は
距
離

で
は
な
く
、

斬
新
な
機
構
や
と
一―
ク
な
デ

ザ
イ
ン
を
競
う
。

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
特
徴
は
主
翼

と
尾
翼
が
結
合
し
た
機
体
。
し
か
し
重
量

の
大
き
さ
が
弱
点
。

優
勝
は
逃
が
し
た
二

〓
〒
八
二
メ
ー
ト
ル
と
同
部
門
二
番
目
の
飛

距
離
を
記
録
し
た
。

押
野
谷
助
教
授
が

学
会
奨
励
賞
受
賞

第
二
工
も
出
場

奥
川
研
究
室
チ
ー
ム



東海大学機友会会報 第23号(研究室特集号) 1998年(平戚10年)11月3日

すで

機
友
会
か
ら
代
表
五
人
招
待
さ
れ
る

さ
る
五
月

一
六
日
、

五
月
晴
れ
の
好
日
、

東
京
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
別
館
ロ
イ
ヤ
ル

の
間
に
於
い
て
、

夕
方
五
時
か
ら
、

永ヽ
き
に

わ
た
り
東
海
大
学
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

た
萩
三
二
先
生
の
、

名
誉
教
授
ご
就
任
の

栄
誉
を
讃
え
る
お
祝
い
の
会
ボ

関
係
者
多

数
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

萩
三
二
先
生
は
、

御
述
さ
れ
て
あ
る
よ

う
に
、

草
創
期
か
ら
、

今
日
の
押
し
も
押
さ

れ
ぬ
威
容
を
誇
る
本
学
の
発
展
に
貢
献
な

さ
れ
、

中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。私

達
機
友
会
に
と
っ
て
は
設
立
時
当
初

か
ら
ご
支
援
く
だ
さ
り
、

現
在
会
の
名
誉

顧
間
と
し
て
、

発
展
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
、

当
会
伊
藤
会
長
の
祝
辞
の
な
か
に
、

九
〇

〇
〇
人
に
達
し
た
会
員
の
名
誉
顧
間
と
し

て
、

大
学
の
お
仕
事
が
軽
減
さ
れ
た
今
日
、

毎
月
開
か
れ
て
い
る
会
合
に
是
非
お
気
軽

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
個
人
的
に
は
、

萩
先
生
ご

夫
妻
が
、

伊
藤
会
長
の
結
婚
式
で
初
め
て
の

お
仲
人
を
さ
れ
た
こ
と
も
披
露
さ
れ
、

萩

先
生
が
今
日
健
康
に
し
て
、

職
務
を
全
う

さ
れ
た
の
は
、

ご
夫
人
の
影
な
が
ら
の
献
身

的
支
え
が
あ
っ
た
と
の
、

微
笑
ま
し
い
ご
夫

人
に
対
す
る
御
礼
も
こ
め
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
萩
先
生
は
、

関
係
者
の
祝
辞

に
お
応
え
し
て
、

本
来
ご
自
分
の
若
い
こ
ろ

は
、

兄
弟
の
ご
関
係
か
ら
金
融
マ
ン
に
な
る

べ
き
と
こ
ろ
を
、

戦
前
戦
後
の
混
乱
期
の
中

で
、

本
学
の
前
進
の
航
空
専
門
課
程
に
入

学
さ
れ
、

や
が
て
東
京
大
学
西
脇
研
究
室

で
研
究
の
世
界
へ
と

分
」′」で
研
究
の
世
界

に
進
む
人
生
の
決
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
）
目
指
さ
れ
、

人
と

人
の
関
わ
り
の
ご
縁
で
、

新
制
東
海
大
学

へ
故
松
前
重
義
総
長
に
請
わ
れ
、

原
子
力

工
学
科
の
先
生
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

や
が

て
機
械
工
学
の
設
立
に
ご
尽
力
、

次
第
に
、

研
究
者
、

教
育
者
か
ら
学
園
の
運
営
を
さ

れ
る
要
職
へ
と
、

数
々
の
重
責
に
就
か
れ
三

八
年
間
の
ご
経
歴
を
秘
話
も
含
め
て
、

笑

顔
で
淡
々
と
、

い
つ
も
と
少
し
も
変
わ
ら
ぬ

物
腰
で
、

親
し
み
を
込
め
て
お
話
下
さ
い
ま

し
た
。

直
接
先
生
か
ら
ご
自
身
の
経
歴
ご
披
露

に
、

出
席
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
こ
と

は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
萩
三
二
先
生
は
、

理
事
兼

評
議
員
の
要
職
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
ま
す

が
、

本
年
二
月
、

九
州
東
海
大
学
を
最
後

に
、

今
日
の
名
誉
教
授
の
授
与
に
至
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、

名
誉
教
授
授
与
は
機
械
系
学
科

で
は
四
人
目
と
な
り
、

動
力
機
械
工
学
科

で
は
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

直
ち
に
′この
慶
事
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、

林
守
仁
主
任
教
授
を
は
じ
め
有
志
が
、

お

祝
い
の
会
を
企
画
し
、

式
次
第
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、

主
に
教
職
員
の
方
々
ボ

先
生

に
対
す
る
万
感
の
思
い
を
語
ら
れ
、

多
く

の
賛
辞
、

後
輩
と
し
て
の
決
意
、

ま
た
報
恩

の
言
葉
が
乱
舞
し
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
に
二
時
間
半
が
あ
っ
と
い
つ
間
に

経
ち
、

盛
会
り
に
閉
会
し
ま
し
た
。

萩
三
二
恩
師
ご
夫
妻
の
、

′これ
か
ら
の

変
わ
ら
ぬ
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。　

　
　
　
　
　
（河
西
顧
問

記
）
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大
学
に
入
学
し
て

工
学
部

動
力
機
械
工
学
科

入
学
し
て
か
ら
早
く
も
ニ
ケ
月
が
経

ち
、

大
学
生
活
に
も
大
分
慣
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

入
学
当
初
は
、

本
当
に
こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
け
る
の
か
と
思
う
く
ら
い
不
安
で
し

た
。

工
学
部
と
い
う
だ
け
に
女
子
は
少
な

く
、

ま
た
用
り
に
は
自
動
車
や
航
空
機
に

つ
い
て
の
専
門
的
な
事
に
非
常
に
詳
し
い

人
達
が
多
く
、

た
だ
単
に
機
械
系
に
興
味

が
あ
っ
た
私
と
は
大
違
い
だ
と
思
い
ま
し

た
。

そ
の
時
は
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
違
う

の
で
は
と
感
じ
た
く
ら
い
で
す
。

し
か
し
、

こ
れ
か
ら
四
年
間
す
ご
し

て
い
く
中
で
、

や
は
り
こ
の
分
野
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
な

っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
の
分
野

に
興
味
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
し
っ
か

り
と
勉
強
し
て
ゆ
く
自
信
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

正
直
に
言

っ
て
、

私
自

身
、

フ
」
う
い
う
方
向
に
進
む
」
と
い

っ
た
具
体
的
な
目
標
は
今
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。

周
囲
の
友
人
達
は
、

今
か

ら
あ
る
程
度
自
分
の
方
向
性
み
た
い
な

も
の
を
決
め
て
い
る
人
が
多
く
、

と
き

に
焦
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ

ー
ス
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

で
す

か
ら
、

私
も
焦
ら
ず
、

ゆ

っ
く
り
と
考

え
選
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ

れ
に
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
専
門
分
野

の
勉
強
を
し
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
中
で
色
々
と
吸
収
し
て
自
分
の
進

む
べ
き
道
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
思

っ
て

い
ま
す
。

大
学
に
入

っ
て
感
じ
た
の
は
、

「
こ

こ
に
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る

な
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
分
の
や
り

た
い
事
、

進
む
べ
き
道
を
よ
く
考
え
て

い
る
人
や
、

そ
う
で
な
く
て
も
何
か
こ

こ
で
見
つ
け
よ
う
と
思

っ
て
い
る
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

考
え
方
や
価
値
観

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

お
互
い
の
意

見
を
交
わ
す
事
で
自
分
自
身
が
大
き
く

成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、

大
学
と
い
う
の

は
本
当
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
り
、

又

多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

そ

し
て
、

東
海
大
学
は
、

総
合
大
学
と
い

う
事
も
あ
り
、

と
て
も
魅
力
あ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、

充
実
し
た
毎
日

が
過
せ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

機
械
工
学
科
へ
入
学
し
て

一工
学
部
機
械
工
学
科

一

平
岡

厚
子

私
は
、

工
学
部
な
ら
学
ん
だ
専
門
知

識
を
将
来
に
役
立
た
せ
ら
れ
る
と
思
い

入
学
し
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
の
理
由
で

入
学
し
た
た
め
に
、

機
械
工
学
科
を
専

攻
す
る
こ
と
に
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

機
械
工
学
科
で
ど
う
い
う
こ
と
を

学
び
、

ど
ん
な
知
識
を
得
ら
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
は
、

全
く
無
知
の
ま
ま
入

学
を
し
た
わ
け
で
す
。

最
初
は
正
直
な

と
こ
ろ
、

機
械
工
学
科
を
選
ん
だ
こ
と

を
後
悔
し
ま
し
た
。

工
学
部
に
女
性
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、

機
械
工
学
を
学
ぶ
女
子
は
ゼ

ロ
に
等
し
い
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
に

い
ま
せ
ん
。

学
問
を
学
ぶ
の
に
男
も
女

も
関
係
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
し
か

し
、

機
械
工
学
科
の
ク
ラ
ス
で
女
性
が

自
分

一
人
だ
け
と
い
う
こ
と
は
、

女
性

が
機
械
に
つ
い
て
勉
強
し
て
も
、

あ
ま

り
将
来
役
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
考

え
た
ら
機
械
の
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の

ま
ま
勉
強
を
し
て
い
っ
て
も
い
い
の
だ

ろ
う
か
、

と
悩
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

授
業
の
中
で
、

機
械
を
好

む
女
性
は
少
な
い
が
、

日
常
に
は
機
械

の
な
い
場
所
な
ん
て
ど
こ
に
も
な
い
。

家
の
中
に
だ

っ
て
、

た
く
さ
ん
そ
う
い

っ
た
物
が
あ
る
だ
ろ
う
。

女
性
だ

っ
て

機
械
や
、

そ
れ
に
つ
な
が
る
知
識
を
知

っ
て
お
く
必
要
は
あ
る
ん
だ
。
と
い
う

こ
と
を
学
ん
だ
時
に
、

女
性
も
機
械
を

学
ぶ
必
要
は
あ
る
ん
だ
と
、

感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
「
そ
の
お
か
げ
で
、

機
械

に
つ
い
て
の
専
門
を
勉
強
し
て
い
く
上

で
、

女
子
で
も
や
っ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
少
し
で
す
が
、

不
安
が
遠
の

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

機
械
を
使
わ
な
け
れ
ば
、

人
間
は
生

活
し
て
い
く
上
で
不
便
だ
と
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
環
境
に
対
し
て
、

悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
す
。
も
し
、

機
械
の
設
計
を
す
る
事
が
将
来
可
能
で

あ
れ
ば
、

環
境
の
こ
と
を
考
え
た
機
械

を
設
計
し
た
り
、

女
性
で
あ
る
と
い
う

立
場
か
ら
、

女
性
や
子
供
、

お
年
寄
り

を
考
慮
し
た
操
作
の
簡
単
な
機
械
を
設

計
す
る
事
が
、

出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

機
械
工
学
科
は
、

学
ぶ
こ
と
は
難
し

い
科
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

四
年

後
、

機
械
工
学
科
に
入
学
し
て
女
性
で

も
や
り
が
い
の
あ
る
分
野
だ

っ
た
と
い

え
る
よ
う
に
一
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。　

　
・
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記の東海大学機友会学外事務局へFAXまたはE―Mcilで申し込みの上、代金を回座に振り

込んでください。確認次第発送致します。

東海大学機友会学外事務局

住所  〒224-0006 小 本多方

横浜市都筑区荏田東4-23-19

E―Moil:yG8s―ks9@OSOhi―ne十̀ortjp

Tel,045-942-0107o「 045-942-0448

FGX1 045-942-0566

郵便振替田座

口1理票彗号  00240-4-64361

口座名義 東 海大学機友会

通信欄にビデオの種類、数量、卒業年度(

(会員番号)を 明記してくださしヽ。
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東海大学機友会会報 第23号(研究室特集号) 1998年(平成10年)11月3日

東
海
大
学

学
園
だ
よ
り

東
海
大
学
硬
式
野
球
部
は
首
都
大
学

野
球
春
季
リ
ー
グ
を
完
全
優
勝
で
制
し
、

六
月

一
五
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

福
井
工
業
大
学
に
四
対

一
、

東
北
福
祉

大
学
に
七
対
五
、

龍
谷
大
学
に
二
対
○
と

勝
ち
進
み
ま
し
た
が
、

六
月
二

一
日
に
決

勝
戦
で
近
畿
大
学
と
対
戦
し
、

終
盤
に
追

い
上
げ
を
見
せ
た
も
の
の
二
対
四
で
惜
敗
、

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
員
の
管

様
の
盛
大
な
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

同
窓
会
で
は
ク
ｋ
ン
ッ
ト
機
能
を
持
つ

「東
海
カ
ー
正

を
発
行
し
、

会
員
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
は
在
学
生
の
「東
海
カ
ー

‐
ド
一
の

入
会
は
、

ご
父
母
の
家
族
会
員
と
し
て
の

み
可
能
で
し
た
が
、

「在
学
生
の
と
き
か
ら

東
海
カ
ー
ド
に
入
会
が
出
来
な
い
か
」
と
の

要
望
が
あ
吹

学
生
専
用
の
東
海
カ
ー
ド
の

発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
ク」
の
学
生
用
の

「東
海
カ
ー

‐
ド
一
は
、

卒
業
と
共
に
同
窓
会

の
「東
海
カ
ー

‐
ド
一
に
自
動
的
に
切
り
替
え

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

東
海
カ
ー
ド
独
自
の

特
典
や
優
待
制
度
が
共
通
に
ご
利
用
項
け

ま
す
。

入
会
に
は
ご
父
母
の
同
意
を
必
要
と

し
、

学
生
向
け
の
内
容
に
設
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
在
学
生
に
一
安
全

性
・利
便
性
に
優
れ
た

「東
海
カ
ー

‐
ド
一
を

是
非
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

（専
用
の
申
込

書
を
用
意
し
て
い
ま
じ

お
問
い
合
わ
せ
は
同
窓
会
事
務
局
電
話

０
３
‐
３
４
６
７
１
２
２
１
１

（代
）
ま
で

十
年
会
費
納
入
者

稲
垣
俊
介
、

尾
崎
郁
人
、

上
回
宗
史
、

押

野
義
紀
、

酒
井
達
也
、

宮
崎
重
行
、

小
野

敏
弘
、

矢
野
祐
資
、

下
尚
司
、

安
保
康
之
、

佐
々
木
彰
、

古
泉
忠
、

小
山
利
明
、

一高
野

浩

一
、

祐
川
和
人
、

岸
修
、

会
沢
和
朗
、

飯
島
寛
、

島
森

一
明
、

安
西
嘉
行
、

東
樹

謙
二
、

渡
辺
博
之
、

関
根
昭
、

渡
辺
裕
之
、

長
崎
誠
、

西
野

一
広
、

伊
藤
雄
造
、

菅
谷

健
、

桜
井
昇
、

武
井
勇
佐
、

鈴
木
誠
、

入

山
巌
、

平
原
勝
己
、

井
上
好
史
、

城
石
照

市
、

一高
橋
泰
三
、

香
取
敬
彦
、

竹
山
隆
康
、

小
澤
正
佳
、

西
村
清
彦
、

鈴
木
宏
祐
、

一局

橋
哲
夫
、

鴨
田
文
雄
、

東
亮
太
郎
、

須
田

英
博
、

平
井
繁
己
、

曽
根
幸

一
郎
、

安
斉

典
、

一高
橋
本
泰
、

佐
藤
百

一
、

山
名
昭
義
、

井
上
進
次
、

河
西
正
彦
、

小
清
水
隆

一
、

柴
田
知
紀
、

長
谷
川
猛
、

大
森
昌

一
、

清

田
純

一
、

貞
方
俊
彦
、

梅
田
宣
英
、

回
代

雅
彦
、

飯
島
功

一
、

岩
谷
昌
昭
、

上
野
義

と旦
、

大
沼
敦
、

小
川
良
、

金
子
明
弘
、

工

藤
斎
度
、

駒
田
新

一
、

坂
本
勝
久
、

佐
藤

啓
介
、

春
原
憲
二
、

一向
橋
亜
希
子
、

武
田

寿
康
、

中
村
芳
貴
、

久
田
晃

一
、

安
井
大

二
郎
、

山
下
量
平
、

吉
田
貴
輝
、

加
藤
達

也
、

田
中
秀
司
、

山
脇
修
、

牧
田
祐
輔
、

小
澤
良
央
、

梶
原
弘
之
、

青
池
宏
之
、

石

原
元
歩
、

糸
川
雅
之
、

植
田
武
志
、

大
庭

正
義
、

窪
田
治

一
朗
、

小
松
央
昌
、

鈴
木

章
吾
、

高
橋
賢
、

野
田
寛
和
、

平
木
敬
三
、

松
本
洋
威
、

宮
崎
義
隆
、

鉄
村
裕
司
、

片

瀬
賢
、

大
西
康
広
、

砂
田
隆
行
、

鍬
崎
恭

広
、

青
木
康
祐
、

飯
田
雅
純
、

磯
田
孝
洋
、

稲
垣
俊
介
、

江
原
達
哉
、

小
俣
仁
志
、

北

田
和
也
、

倉
田
克
哉
、

小
寺
健
司
、

郷
古

章
俊
、

佐
久
問
浩

一
、

佐
藤
宏
明
、

一高
橋

輝
男
、

高
年
正
行
、

橘
田
敏
英
、

寺
西
良
、

青
柳
健

一
、

上
回
宗
史
、

大
柴

一
容
、

尾

崎
郁
人
、

甲
斐
俊
度
、

蕪
木
慎
吾
、

古
林

忠
史
、

鈴
木
春
彦
、

中
尾
雄
司
、

長
谷
川

玄
哉
、

東
正
高
、

平
田
淳
、

藤
川
晋
吾
、

森
本
桂
世
、

山
際
秀
和
、

奥
田
完
、

押
野

義
紀
、

山
田
聡
、

公
文
哲
、

池
原
祐
壮
、

岡
本
篤
典
、

川
日
英

一
、

後
藤
由
憲
、

新

谷
佳
嗣
、

日
口
渉
、

谷
回
健
太
、

長
谷
川

潤
、

福
井
尚
輝
、

一二
村
雅
彦
、

村
沢
勝
巳
、

水
落
哲
也
、

宮
崎
幸

一
、

矢
回
竜
也
、

金

田
真
尚
、

浅
井
尚
、

今
岡
大
輔
、

大
曽
根

道
、

小
川
健
彦
、

加
藤
陽

一
、

川
越
高
幹
、

木
ノ
村
護
、

小
池
雅
裕
、

酒
井
達
也
、

貞

森
仲
吾
、

鈴
木

一
恵
、

鈴
木
雄

一
郎
、

富

樫
裕
介
、

中
原
裕
市
、

橋
口
孝
、

浜
口
剛

至
、

樋
日
明
彦
、

福
島
充
夫
、

船
田
晴
彦
、

松
岡
秀
和
、

宮
川
政
典
、

山
崎
鉄
雄
、

吉

田
周
平
、

田
口
啓
介
、

賃
吉
勇

一
郎
、

小

倉
可
愛
、

藤
井
敬
英
、

飯
田
堅
碁
、

石
川

大
、

上
田
達
也
、

加
藤
孝
章
、

古
宮
洋
司
、

佐
藤
雅

一
、

清
水
大
輔
、

一高
橋
浩
二
、

原

淳
、

堀
田
秀
明
、

村
山
康
広
、

渡
退
恭
治
、

石
森
和
敏
、

石
井
紀
光
、

石
田
正
統
、

海

老
原
輝
行
、

小
野
木
宏
文
、

清
田
竜
弘
、

鈴
木
克
政
、

其
田

一
也
、

新
沼
利
久
、

平

田
恵
祐
、

福
永
知
也
、

藤
舘
貴
道
、

一二
浦

孝
幸
。

（以
上
二
〇
五
名
敬
称
略
）

寄
付
金
カ
ン
パ
も
含
み
ま
え

「東
海
力
ｋ
止

加
入
を
開
始

機
友
会
会
費
納
入
者

竪 EEARA 最 上の技術とサービスで広く社会に貢献する

荏原サービス株式会社
〒144-8677 東 京都大田区羽日旭町13-3
TEL 03-3743-7386(人 事課直通) E― maitjob③esvocojp
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